
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知内町学校給食センター 

みなさんのおうちでは、おせち料理はいつ食べますか？大晦日から食べる家庭もあれば元日に食べる家庭も

あると思います。北海道はおせち料理を大晦日の夜に食べる風習があります。これは「トシトリ膳」という風習が

元になっています。 

明治初期までは太陽が沈んでから次の日の太陽が沈むまでを 1日としていました。つまり明治初期までは、大

晦日の夜からが新年の始まりでした。新年の 1 日の始めは豪華な食事「トシトリ膳」をとってお祝いするという風

習から大晦日におせち料理を食べて新年を祝うという食文化が北海道には受け継がれています。おせち料理や

お雑煮にはそれぞれの地域や家庭で受け継がれた味がありますので、ぜひ地域や家庭に伝わる料理を味わう機

会にしていただければと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知内町学校給食センター 

みなさんのおうちでは、おせち料理
り ょうり

はいつ食
た

べますか？大晦日
おおみそか

から食
た

べる家庭
か て い

もあれば元日
がんじつ

に食
た

べる家庭
か て い

も

あると思
おも

います。北海道
ほっかいどう

はおせち料理
り ょうり

を大晦日
おおみそか

の夜
よる

に食
た

べる風習
ふうしゅう

があります。これは「トシトリ膳
ぜん

」という風習
ふうしゅう

が

元
もと

になっています。 

明治
め い じ

初期
し ょ き

までは太陽
たいよう

が沈
しず

んでから次
つぎ

の日
ひ

の太陽
たいよう

が沈
しず

むまでを 1日
にち

としていました。つまり明治
め い じ

初期
し ょ き

までは、

大晦日
おおみそか

の夜
よる

からが新年
しんねん

の始
はじ

まりでした。新年
しんねん

の 1日
にち

の始
はじ

めは豪華
ご う か

な食事
し ょくじ

「トシトリ膳
ぜん

」をとってお祝
いわ

いするという

風習
ふうしゅう

から大晦日
おおみそか

におせち料理
り ょうり

を食
た

べて新年
しんねん

を祝
いわ

うという食
しょく

文化
ぶ ん か

が北海道
ほっかいどう

には受
う

け継
つ

がれています。おせち料理
り ょうり

やお雑煮
ぞ う に

にはそれぞれの地域
ち い き

や家庭
か て い

で受
う

け継
つ

がれた味
あじ

がありますので、ぜひ地域
ち い き

や家庭
か て い

に伝
つた

わる料理
り ょうり

を味
あじ

わう

機会
き か い

にしていただければと思
おも

います。 


